
令和６年度 第１四半期の調査結果概要  函南町商工会 

 令和６年４月～６月期    回答 ４６社 

売上は増加割合が最も多く４３％で最も多い。 

・資金繰り「不変」、利益見込み「横ばい」が最も多く、前回調査より減少（悪化）の割合が減っている。 

・利益見込みが増加と回答した事業所のうち１００％が売上増加、８３％が資金繰りが好転と回答 

「従業員不足の解消」が最も多かった。 



「物価高騰の影響に対して実施している対策」 

 

・「経費削減」は実施しているものの、「価格への転嫁」を実施していない一部の業種もあった。 

 

利益 DI について町内の事業所で製造業、建設業はプラスに転じ、業況が好転。一方で飲食業の悪化

が顕著で、卸・小売業について前回より 46ポイント改善したがマイナス水準の推移のままで物価高騰

等の影響で経営が厳しい状況である。 

           

     

                 

      

            


